
災害発生の危険性がある場合には防災気象情報を
収集して危険度が高まる前に避難しましょう。

静岡県土木総合防災情報

サイポスレーダー

防災情報

袋井市気象観測システム

キキクル 静岡県防災アプリ ＮＨＫニュース防災

メローねっと

市役所から防

災情報や暮ら

しに役立つ情

報などをお知

らせします。

どんな気象情報を参考にすればいいの？

NHK

ニュース

の公式防

災情報ア

プリです。

テレビ（データ放送）

ニュースなどで最新情報を

入手しましょう。データ放

送では、災害情報や避難情

報が配信されます。

同報無線

市内の屋外スピー

カーから避難情報

等を発信します。

（メローねっとに

て配信を受けるこ

とができます。）

袋井市ホームページ

袋井市キャラクター

フッピー

市内の雨量や風

速等の気象状況

や水位計や浸水

計により河川の

状況が確認でき

ます。(P4参照)

避難情報、

避難所の開

設場所など

をお知らせ

します。

土砂災害、

浸水害、洪

水害等の危

険度分布を

確認できま

す。

静岡県の

様々な防災

情報を取得

できます。

河川情報、

防災情報、

気象情報等

をインター

ネットで確

認できます。

令和８年７月

危機管理課

浸水ハザードマップ

水防法の改正により、これまでの対象河川

に加え、中小河川の洪水や内水氾濫を想定

した「浸水ハザードマップ」を策定しまし

たので、「浸水ハザードマップ」を確認し、

自宅の浸水リスクをご確認ください。

浸水ハザードマップ解説動画袋井市ホームページ

浸水ハザードマップ



警戒レベル4避難指示で

危険な場所から避難です

警戒レベル４は避難指示に一本化されました。

警戒レベル３は高齢者だけの情報ではありません。

※１警戒レベル４「全員避難」は、高齢者等に限らず全員が危険な場所から避難するタイミングです。

豪雨時の屋外避難は危険です。車の移動も控えましょう。

避難とは難を避けること、つまり安全を確保することです。
安全な場所にいる人は、避難場所に行く必要はありません。

危険な場所から警戒レベル３で〈高齢者等は避難〉、警戒レベル４で〈全員避難※１〉です。

警戒レベル５はすでに災害が発生・切迫している状況です。

・警戒レベル３は、高齢者や障害のある人、妊産婦、乳幼児連れの人など、避難に時間がかかる人は避難を開始するタイ
ミングです。

・それ以外の人も、必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり避難の準備をしたり、危険を感じたら自主的に避難するタ
イミングです。

・警戒レベル４避難指示は、立退き避難に必要な時間や日没時間等を考慮して発令される情報で、このタイミングで危険
な場所から避難する必要があります。

・警戒レベル５は、すでに安全な避難ができず命が危険な状況です。
・警戒レベル５緊急安全確保の発令を待ってはいけません！
・ただし、警戒レベル５は、市区町村が災害の発生・切迫を把握できた場合に、可能な範囲で発令される情報であり、
必ず発令される情報ではありません。

台風・豪雨時に「避難情報のポイント」を
確認し避難しましょう

避難情報のポイント

市区町村から出される避難情報（警戒レベル）

緊急時
に確認



台風・豪雨時に備えてハザードマップと一緒に
「避難行動判定フロー」を確認しましょう

平時に
確認

避難行動判定フロー
あなたがとるべき避難行動は？

ハザードマップ※で自分の家がどこにあるか
確認し、印をつけてみましょう。

ご自身または一緒に避難する方は避難に時間
がかかりますか？

解説は裏面をご覧下さい

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚
や知人はいますか？

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚
や知人はいますか？

家がある場所に色が塗られていますか？

はい

はい

はい はいいいえ

いいえ

いいえ

例外

いいえ

必ず取組みましょう

「自らの命は自らが守る」意識を持ち、
自宅の災害リスクととるべき行動を
確認しましょう。

警戒レベル３高齢者
等避難が出たら、安
全な親戚や知人宅に
避難しましょう（日
頃から相談しておき
ましょう）

警戒レベル３高齢者
等避難が出たら、市
区町村が指定してい
る指定緊急避難場所
に避難しましょう

警戒レベル４避難指示
が出たら、安全な親戚
や知人宅に避難しま
しょう（日頃から相談
しておきましょう）

警戒レベル４避難指示
が出たら、市区町村が
指定している指定緊急
避難場所に避難しま
しょう

※浸水の危険があっても、
①洪水により家屋が倒壊又は崩落してしまう
おそれの高い区域の外側である

②浸水する深さよりも高いところにいる
③浸水しても水がひくまで我慢できる、
水・食糧などの備えが十分にある

屋内安全確保場合は （自宅に留まり安全
確保すること）も可能です。

災害の危険があるので、原則として※ 、
立退き避難（自宅の外に避難）が必要です。

色が塗られていなくても、周りと比べて低い土
地や崖のそばなどにお住まいの方は、市区町村
からの避難情報を参考に必要に応じて避難して
ください。

※ハザードマップは浸水や土砂災害が発生するおそれの高
い区域を着色した地図です。着色されていないところ
でも災害が起こる可能性があります。



 

 

 

 

 

 

◇近年、予測困難な集中豪雨が頻発しており、避難行動に必要な気象情報を、国や県、市な

どの複数の情報を「袋井市気象観測システム」で確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

メニュー画面が表示されます。 

スマートフォンからのカメラ確認方法について 

パソコンからの確認方法について 

カメラリンク画面

を表示します。 


